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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(5) 
―0 類 総記― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition  
Pt.5  Class0  General Works 
 
川瀬綾子† 村上泰子†† 米谷優子††† 北克一†††† 
KAWASE Ayako†, MURAKAMI Yasuko††, MAITANI  Yuko†††, KITA Katsuichi†††† 
 
概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995 年 8 月の『日本十進分類法新訂 9 版』の刊行以降、概ね 20 年ぶりの日
本十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10 版』のうち、本稿では、
「0 類 総記」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法新訂 9 版』





 筆者の内 3 名は、先に 2014 年 3 月開催された
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形式により)書誌(025 / 029)、百科事典(031 / 
038)、用語索引(039)、一般論文集(040 / 048)、
雑著(049)、雑誌(051 / 058)、年鑑(059)、学
会・団体(060 / 065)、新聞(071 / 077)、叢書










2.1  0類における 2種類の中間見出し 
 このように整理をしてみると、0 類の中間見出
しには、2 種類のものがあることが明示される。     
<010 / 019  図書館>、<040 / 048  一般論文集>、
<060 / 065  学会・団体>、<080 / 089  叢書>の
ように綱目表のレベル(例えば、04)からが、範囲
指定となっている場合、2)<031 / 038  百科事典>、



































 一方、2)の意味であれば、「007  情報学」は「1
類から 9 類に列挙されなかった学術・研究分野」














2.2.2  1類から 9類に列挙されなかった学術・研
究分野 

























 また、< .096 / .098  各種の文書館>の展開であ










2.2.2.2  「023 出版」について 










































2.2.3  主題を横断する総合的な資料・情報 






















ると、「038.999 + 932 = 038.999932」となり、























































 続いて、「007  情報学」の検討を行う。当該分
野は、2013 年 11 月開催の「日本十進分類法(NDC)
新訂 10 版試案説明会」15においても、0 類の「007  


















































「*別法」の形式で 007.8 及び 007.9 が示されて
いる。分類表上は、完全な等価相互参照ではない。 





3.1.1  「007  情報学．情報科学」と「548  情
報工学」の対比 
 「007  情報学．情報科学」では、「[.8] 情報工
学 →548」として、不使用分類記号と共に「を


















3.1.2  「007  情報学．情報科学」と「547.48  情
報通信．データ通信．コンピュータネットワーク」
の対比 
































































































































別表 1 総記(000/099)の構成 
 
000    総記 
002      知識．学問．学術；(学問一般) 
007      情報学．情報科学 
  <010 / 019  図書館> 
010    図書館．図書館情報学 
011      図書館政策．図書館行財政 
     (以下、中略) 
019      読書．読書法 
  <020 / 024  図書・書誌学> 
020    図書．書誌学 
  021      著作．編集 
022      写本．刊本．造本 
023      出版(含む、電子書籍) 
024      図書の販売 
      <025 / 029  書誌．目録> 
 025      一般書誌．全国書誌 
       (中略) 
029      蔵書目録．総合目録 
030    百科事典  
      <031 / 038  百科事典> (by 原著の言語 ) 
031      日本語 
      (中略) 
038      ロシア語 
038.999  その他の言語 
039    用語索引 
   <040 / 048  一般論文集> (by 原著の言語 ) 
040    一般論文集．一般講演集 
041      日本語 
      (中略) 
048      ロシア語 
049    雑著         (by 原著の言語 ) 
050    逐次刊行物 
   <051 / 058  雑誌>  (by 原著の言語 ) 
051      日本語 
     (中略) 
058      ロシア語 
059    一般年鑑      (by 地理区分 ) 
<060 / 065  学会・団体> 
060    団体 
061      学術・研究機関 
46 
 
     (中略) 
065      親睦団体．その他の団体 
069   博物館 
070  ジャーナリズム．新聞  (ジャーナリズム一般) 
<071 / 077  新聞>  (by 発行地による地理区分 ) 
071      日本 
(中略) 
077      オセアニア．両極地方 
      <080 / 089  叢書>   (by 原著の言語 ) 
080  叢書．全集．選集 
081      日本語 
(中略) 
089      その他の諸言語 
090   貴重書．郷土資料．その他の特別コレクション 
 
  
    


























038      ロシア語 
    .9      その他のスラブ諸語 
      *889 のように言語区分 例：038.98 ポーランド語の百科事典 
   .999   その他の諸言語 
       *891 / 899 のように言語区分 例：038.99932 アイルランド語の百科事典 
018     専門図書館 
      *綱目表に準じて細分 例：018.37 教育図書館 (以下、略) 
018.09    文書館．史料館 
    .091+  文書管理政策．文書行財政・法令 
     (中略) 
 < .096 /  .098  各種の文書館> 
    .096+       文書館 
    .097+    学校文書館．大学文書館 
    .098+       専門文書館 















































 880     ロシア語 
889     その他のスラブ諸語 
     .1    ブルガリア語．マケドニア語 
        (以下、略) 
890     その他の諸言語 
891     キリシア語 
 892     ラテン語 
 893     その他のヨーロッパの諸言語 
     .1     ケルト諸語 
     .2       アイルランド語．スコットランド・ゲール語 
         (以下、略) 
 
-8     ロシア語 
  -89    その他のスラブ諸語 
           (中略) 
  -898     ポーランド語 
-9      その他の諸言語 
      (中略) 
 -93     その他のヨ－ロッパの諸言語 
 -931      ケルト諸語 
  -932        アイルランド語．スコットランド・ゲール語 
        (以下、略) 
 
360      社会 
  361     社会学 
  361.4       社会心理学   → ：140 
 361.45       コミュニケーション．コミュニケーション理論 




別表 7  「699 放送業：テレビ，ラジオ」の階層性 
  
690   通信事業 
699    放送事業：テレビ，ラジオ 
      .1      放送政策・行政・法令．受信料 
      .2      放送史・事情 
      .3      経営．業務．労務．財政 
      .6     放送番組：番組編成，視聴率 
      .7      優先放送：ケーブルテレビ 
         *インターネット放送は，ここに収める 
      .8      放送と社会   →： 070.14 




別表 8  情報学(007)の骨格 
      
 007   情報学．情報科学 
      .1    情報理論 
      .2    歴史．事情 
      .3    情報と社会：情報政策，情報倫理 
      .5    ドキュメンテーション．情報管理 
   .6    データ処理．情報処理 
   [.8]   情報工学  →548 




別表 9 「548  情報工学」と「547.48  情報通信．データ通信．コンピュータネットワーク」 
 
 548  情報工学 
     *別法：007.8 
 
  547.48  情報通信．データ通信．コンピュータネットワーク 










別表 10  「548  情報工学」の骨格 
   
 548      情報工学 
   .2      コンピュータ[電子計算機]  →：007.63；418.6；535.5 
      .3      自動制御工学．オートメーション．ロボット →：509.69；531.38 




別表 11  「548.2  コンピュータ」 
            
   548.2     コンピュータ[電子計算機]  →：007.63；418.6；535.5 
         .21    入力装置：マウス，タッチパッド，トラックボール 
         .22    演算装置：CPU[中央演算装置]，MPU[マイクロプロセッサー] 
         .23    記憶装置．記憶媒体   →：007.65 
        .24    制御装置 
         .25    出力装置 
         .27    端末装置        →：548.295 
         .29    各種のコンピュータ[電子計算機] 
        (中略) 




別表 12 「547.48  情報通信．データ通信．コンピュータネットワーク」の骨格 
    
 547    通信工学．電気通信 
 .4    有線通信 
     (中略) 
    .48     情報通信．データ通信．コンピュータネットワーク 
       →：007.35    情報産業．情報サービス； 
                  007.37    情報セキュリティ； 
                  007.609   データ管理：データセキュリティ，データマイニング； 
                  007.6389+  データ通信用ソフトウェア 
*別法：007.9 
548       情報工学 
 694.5     データ伝送．データ通信事業  →：007.3；547.48 







別表 13 『NDC9』における「007 情報科学」の骨格 
 
 007       情報科学       →：010   図書館・図書館学 
      .1       情報理論 
      .2       歴史．事情 
      .3       情報と社会：情報政策 
      .35+       情報産業．情報サービス 
     [ .4]      情報源    →007.1 
   .5       ドキュメンテーション．情報管理 
      .6       データ処理．情報処理 
   .609+      データ管理 
         *データベースの保全は，ここに収める 
   .61        システム分析．システム設計 
      .63        コンピュータ システム．ソフトウェア 
   .64        コンピュータ プログラミング 
      .642+         コンピュータ グラフィックス 
          (以下、略) 
 
別表 14  『NDC10』における「007 情報科学」の骨格 
  
   007     情報学．情報科学   →：010 図書館・図書館学；548 情報工学 
       .1    情報理論 →：007.636 言語情報処理；801.2 語源学．意味論[語義論] 
                 *別法：548[.1 ]     情報学．情報理論 
        .2    歴史・事情 
        .3    情報と社会：情報政策，情報倫理 →：361.45 コミュニケーション． 
                            コミュニケーション理論 
                                                    547 通信工学．電気通信 
                                                    694.5 データ伝送．データ通信事業 
        .35     情報産業．情報サービス 
       [ .4]   情報源  →007.1 
    .5    ドキュメンテーション．情報管理 
        .6    データ処理．情報処理  
    .609      データ管理：データセキュリティ，データマイニング 
          *データベースの保全は，ここに収める 
                    *データベース作成用ソフトウェアは，ここに収める 
    .61     システム分析．システム設計．システム開発 
        .63     コンピュータ システム．ソフトウェア．ミドルウェア．アプリケーション 
→：548.2 コンピュータ[電子計算機] 
    .64     コンピュータ プログラミング 
        .642          コンピュータ グラフィックス 
    .645+         マークアップアップ言語．ウェブサービス記述言語[WSDL] 




                                                   
1 もり・きよし原編, 日本図書館協会分類委員会
改訂『日本十進分類法 新訂 10 版』日本図書館
協会, 2014. 
2 米谷優子,川瀬綾子,北克一「日本十進分類法 新
訂 10 版試案の検討」『情報学＝Journal of 
Informatics』11(1), 2014., p.44-50. 
URL:http://kiyo.info.gscc.osaka-cu.ac.jp/JI/artic






6 中間見出し 「分類記号 / 分類記号 項目の名























   
889   その他のスラブ諸語 
      .1  ブルガリア語．マケドニア語 
        (中略) 
        .8   ポーランド語 
     .9  バルト諸語 
 よって、ポーランド語の百科事典は、03 + 898 = 
038.98 となる。また、アイルランド語の百科事
                                                                                 
典は、「893 その他のヨーロッパの諸言語」を参
照する。 
  893    その他のヨーロッパの諸言語 
        .1    ケルト諸語 
        .2      アイルランド語．スコットラン
ド・ゲール語 




を使用する」とある。そこで、038.999 + 32 = 
038.99932 となる。 







       日時：2013 年 3 月 11 日(火)  13:00-17:00 
                プログラム(抜粋) 
       13:00-   説明会開催にあたって 
        NDC10 版の構成、補助表、相
関索引について 
       13:30-16:00 
              NDC10 版試案概説 
       報告 1)  1, 2, 6 類 
       報告 2)   3, 4 類 
       報告 3)   0, 5 類 
       報告 4)  情報学および関連領域 
       報告 5)  7, 8, 9 類 
 なお、当日配布資料は、次である。日本図書館
協会分類委員会『日本十進分類法 新訂 10 版-試案














                                                                                 
 
別法注記 NDC において、別法が設けられて
いる項目には「*別法：」を介して分類記号など
が 
注記されており、また別法に指示された分類項
目には分類記号を角括弧で囲んで表示され、本
則への「をみよ参照」が付されている。 
 
また、用語「「をみよ」参照」も見ておく。 
 
一方参照または直接参照ともいう。NDC で
は、二者択一項目における別法の分類記号から
通常に使用する分類記号への指示、形式区分の
縮約関係の指示、排除注記における参照におい
て、矢印(→)を用いて明示している。  →：
参照 
*なお、第 1 刷では、「→：参照」(「をもみよ参
照」)記号の誤植あり。 
 
 
